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令和4年度 課題解決型ローカル５Ｇ等の実現に向けたローカル５Ｇの電波伝搬特性やローカル５Ｇ等の活用に関する技術的検討及び調査検討の請負

報告書簡易版【全体編】

 「デジタル田園都市国家構想」の実現に寄与すべく、低廉かつ安全安心なローカル5Gの利活用の実現に向け、ソリューションとしての可用性や
有効性等の更なる向上・改善を図るための開発実証を実施。

 公募を通じ、[開発実証事業]、[特殊な環境における実証事業]、[端末システム試作事業]の3つの事業区分において計27件の実証事業
を採択。

課題実証成果 技術実証成果
 線路や道路等の線状の空間等の特殊な環境下を含む多岐にわたる分野・ユー
スケースにおいて、ローカル5Gを活用したソリューションの有効性・実装性の検証を
実環境下で行ったとともに、ローカル5Gに対応した端末システムを試作し、電波伝
搬等に係る測定・試験・分析を実施、次年度以降の実装（製品投入）を促進。
 ネットワークアーキテクト/ベンダ主導により大容量・低遅延などローカル5Gの特長
を活かした顧客価値立脚型のソリューション開発と運用への落とし込み、通信・アプ
リの連接など技術課題の解決が進展。
 ユーザ企業等が求める経済性や費用対効果の可視化を通じ、単機能からマル
チタスク（多機能）化等、持続可能性がより高いローカル5G活用モデルの構築が
促進。提供価値最大化・多様化とソリューション提供体制のスマート化の同時追
求により、将来の高収益化が期待される。
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 [開発実証事業]、[特殊な環境における実証事業]を通じて、下記3種類の
テーマ(観点)で今後考えられるローカル5Gの技術基準等の改定の方向性を含む
ローカル5Gの普及に向けた技術的課題の解決方策等を考察。
 テーマⅠ：電波伝搬モデルの精緻化
以下の方向性でより精緻なエリア算出可能であると考察。
 壁面が堅牢な建物や、複層構造の建物の屋内に基地局を設置する場合、
現在のエリア算出法に規定されている建物侵入損より大きい値を適用

 基地局の上方が開放されていて水平方向は遮蔽されている半屋外環境
においては、建物侵入損を適用

 基地局から見た方向によって環境が変わる場合は、方向別に環境に応じ
たパラメータを適用

 海上等、水面を主なエリアとする場合には2波モデルでのエリア算出
 テーマⅡ：エリア構築の柔軟性向上

 分散アンテナシステム(DAS)、中継器、漏洩同軸ケーブル(LCX)、反射板
などの手法を活用して不感地帯の解消や他者土地への電波漏洩軽減を
防ぐエリア構築の方法・手順や、各手法の有効な環境・ユースケースを特定。

 テーマⅢ：準同期TDD追加パターンの開発
 同一周波数で移動局干渉が発生する状況下において移動局送信出力
の抑制の効果を確認・検証し、同一周波数で同期/準同期システムを併
設する場合であっても、干渉を抑制できることを示した

 [端末システム試作事業]を通じて試作された端末システムのフィールド環境(テ
ストベッド)における伝送性能を測定・確認。

エリア構築の手順
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令和4年度 課題解決型ローカル５Ｇ等の実現に向けたローカル５Ｇの電波伝搬特性やローカル５Ｇ等の活用に関する技術的検討及び調査検討の請負

報告書簡易版【課題実証編】

実証概要

「デジタル田園都市国家構想」の実現に寄与すべく、低廉かつ安全安心なローカル5Gの利活用の実現に向け、ソリューションとしての可用性や有効性等の更な
る向上・改善を図るための開発実証を実施。
 線路や道路等の線状の空間等の特殊な環境下を含む多岐にわたる分野・ユースケースにおいて、ローカル5Gを活用したソリューションの有効性・実装性の検
証を実環境下で行うとともに、ユーザ企業等が求める経済性や費用対効果の可視化を通じ、持続可能性がより高いローカル5G活用モデルの構築を促進。

 ローカル5Gに対応した端末システムを試作するとともに、電波伝搬等に係る測定・試験・分析を実施し、実装（製品投入）を促進。

主な
成果

 ネットワークアーキテクト/ベンダ主導により大容量・低遅延などローカル5Gの特長を活かした顧客価値立脚型のソリューション開発と運用への落とし込み、通
信・アプリの連接など技術課題の解決、及び、普及展開を加速するローカル5G活用モデルの開発が進展。

 端末試作事業で試作された3種の端末については、更なる改良を行った後、令和5年度より順次実装（製品投入）される予定。
 開発実証による好事例の実践の継続や蓄積、専用端末の製品投入が相まって、今後ローカル5Gを活用したソリューションの横展開が更に加速する見込み。

ローカル
5G

活用モデル
の創出

 ローカル５G活用モデルの機能は、映像伝送などの単機能からマルチタスク（多機能）化が進むとともに、投資対効果が高まり、より広い射程の経営課題
や地域課題に貢献する可能性や実装確度が高まりを見せる。

 一方、高収益モデル等の創出や、コスト削減ソリューションからローカル５Gの特長を活かした新たな社会価値・顧客価値やビジネス機会の創出が急務。
 資金源の多様化、多様なプレーヤの巻き込み等に加え、サービス提供者側における地域課題解決型のソリューション創出の一層の推進や、ユーザ・公共側

における、トップダウンとボトムアップのなお一層の連携を促す仕組み（例えば、産官学金の連携促進）が不可欠。

何か写真

これまでの課題 関係者の実践（主に今年度） 解決の方向性/取組の強化

基地局等機器の所有・運用、開

発体制等の面から、実装・横展

開に資するビジネスモデルが未

確立（赤字、補助金頼み）

ユーザ側に発生するコストがアプ

リとインフラの両面でかさみ、初期

投資や運用の経済合理性を高める

必要

分野・業界固有の構造に着目する

とともに、顧客価値（競争領域）に

立脚したソリューションの磨き上げ

が必要

ローカル５G等の新しいデジタル

技術の活用により、現場課題、経営

課題を解決するモチベーションが

弱い

ネットワークアーキテクト/ベンダ

主導で顧客価値立脚型のソリュー

ション開発と運用への落とし込み、

通信・アプリの連接の技術課題の

解消が進展

ユーザ企業による強いリーダー

シップによる経営企画等と現場の

ボトムダウンの連携が一部活性化

し、DXが全社戦略の一部に昇華

サブスクリプション型マネージド

サービスの提供開始や共用モデル

など、ユーザにとって導入・運用し

やすい環境の整備が進展

支払意思額に基づく経済性・市

場性の検証、収支計画を通じ、

サービス提供者とユーザの間

で実運用に向けた真摯な議論

が活性化（収支±０へ進化）
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ローカル５G活用モデルの普及展開のスケール化。

提供価値最大化・多様化と提供体制スマート化の

同時追求が、一層必要（黒字化⇒高収益化）

ローカル５Gに対応した通信端末

の提供加速、保守運用サービスな

ど、実証の成果を速やかにマネタイ

ズへ移行するための体制整備、共

用モデルの深堀

多くのプレーヤを巻き込むための

高収益モデル等の創出が急務。ま

た、コスト削減ソリューションが中

心で社会価値・顧客価値やビジネ

ス機会の創出がなお不足

現場課題解決から、経営課題や地

域課題解決を図るための、トップダ

ウンとボトムアップのなお一層の

連携を促す仕組みが不可欠（産官

学金の連携促進）

・低炭素化・エネルギーなどの装

置産業やインフラなどの高収益モ

デルや、防災・農業・医療等の地域

課題解決型のソリューション創出

を一層推進

自治体・企業トップ向け好事例の

周知広報の深化（ハンドブック、セ

ミナー、シンポジウム）、実証視察

会を通じた新しい通信技術の有用

性の訴求

多様なプレーヤーの巻き込み

・プロジェクトファイナンス、ソー

シャルボンド：法律家、金融

・共用モデル：首長、自治体幹部、

地域コーディネーター（NPO）

新たな顕在課題

単純な現場解決型ソリューション 複合的な経営課題・地域課題の解決型ソリューション
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ローカル5G普及展開ロードマップローカル5G活用モデルの実装に係る課題と対応策
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報告書簡易版【技術実証編】

実証概要

ローカル５Ｇの技術基準等の改定の方向性を含むローカル５Ｇの普及に向けた技術的課題の解決方策等について考察を行うべく、以下の事項を実施。
 線路や道路等の線状の空間等の特殊な環境下をはじめ様々利用環境における電波伝搬等について詳細なデータの取得による干渉調整時等における

ツールとして環境に応じた現実に近似した電波伝搬モデルの構築、電波反射板に加え中継器・DAS・LCX活用によるエリア構築の柔軟性向上、実機によ
るUL比率を高めた準同期TDD追加パターンの開発を実施

 多様なユースケース・環境に応じた、ローカル5Gの電波伝搬や性能に関する知見の蓄積・共有知化し、柔軟性や安全性に配慮した制度設計に活用
 ローカル5Gに対応した端末システムを試作するとともに、フィールド環境(テストベッド)で電波伝搬等に係る測定・試験を実施。

主な
成果

 電波伝搬モデルの精緻化について、以下の方向性でより精緻なエリア算出可能であると考察。
 壁面が堅牢な建物や、複層構造の建物の屋内に基地局を設置する場合、現在のエリア算出法に規定されている建物侵入損より大きい値を適用
 基地局の上方が開放されていて水平方向は遮蔽されている半屋外環境においては、建物侵入損を適用
 基地局から見た方向によって環境が変わる場合は、方向別に環境に応じたパラメータを適用
 海上等、水面を主なエリアとする場合には2波モデルでのエリア算出

 エリア構築の柔軟性に資する分散アンテナシステム(DAS)、中継器、漏洩同軸ケーブル(LCX)、反射板などの手法について、不感地帯の解消や他者土地
への電波漏洩軽減を防ぐエリア構築の方法・手順や、各手法の有効な環境・ユースケースを特定。

 準同期TDD追加パターンの開発のため、同一周波数で移動局干渉が発生する状況下において移動局送信出力の抑制の効果を確認・検証し、同一周
波数で同期/準同期システムを併設する場合であっても、干渉を抑制できることを示した。

 試作した端末システムのフィールド環境に伝送性能を明らかにし、ユースケースの所要性能との比較・分析を通じて目標性能達成状況を確認。

何か写真

エリア設計手法・手順のモデル化複層構造における建物侵入損の精緻化
エリア算出法の建物侵入損で計算し
た値（赤線）より右下に分布
→損失が大きいため、より大きな
建物侵入損を設定できる可能性

損失が大きい

損失が小さい
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参考）令和4年度開発実証一覧
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